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　ハンガリーの人々は音楽を楽しむ。コ
ンサートに行くと老若男女と出会う。オー
ケストラもドイツ・グラマフォンの格付け
で世界9位にランク付けされているブダ
ペスト・フェスティバル交響楽団を始め
ブダペストと大きな地方都市に立派な
オーケストラを数多く有し、また、オペラ、
バレーも盛んである。
　私は音楽が好きである。ハンガリー
は、その意味で格好の赴任地である。

　私が始めてクラシック音楽に強く惹か
れたのは、中学一年の時である。授業で
聞いたベートーベンの田園交響楽に魅
せられてレコードを始めて自分で買い求
めた。当時のEP版という小振りのレコー
ドで、ジャケットはヨーロッパの美しい田
園風景の写真であった。何度も蓄音機で
聴いたが、佐世保という九州の地方都市
では、本物のオ－ケストラを聴く機会は
なかった。それが中学二年の時に父がロ
ンドンに赴任することになった。
　英国は中高一貫教育である。学年を
超えて生徒達が交わっている。ある日、
年長のリーダー格の生徒が、低学年の我
々がたむろしている所に来て、ロイヤル・
アルバート・ホールのプロムナード・コン
サートに行かないかと誘ってきた。プロ
ムナード・コンサートは若い人向けに一
流の音楽家が安い入場料でコンサート
を行う祭典である。早速プログラムを見
ると、ベートーベンの田園交響楽があっ
た。当日は、初めての生のオーケストラ
を聴くことで興奮していた。サー・エイド
リアン・ボウルト指揮のハレー交響楽団
の演奏であった。会場の雰囲気もあった
が、音も違っていた。好きな曲だけに、演
奏を聴くと共にメロディーが頭の中に出
てきて、自分が想い描いているよりも魅
力的なのに魅惑され、身体全体が音楽
にすっかり包み込まれてしまった。会場
も酔いしれていた。コンサートが終わっ
ても興奮は醒めず、一緒に行った仲間と

夜道を歩くのが心地良かったのを覚えて
いる。

　音楽会では、時々魔法が起きる。指揮
者も、オーケストラも聴衆も全てが一つ
になってしまうのである。そのような時
は、指揮者が指揮しているのか、オーケ
ストラに合わせて指揮者が身体を動か
しているのか判らない。指揮者もオーケ
ストラの弾き手も聴衆も全てが音楽の虜
になって、音楽の命ずるままに音の作り
出す渦の世界に引き込まれて溺れてしま
うのである。プロムの一夜はそのような
魔法の夕べであった。このような魔法は、
その後も何度か経験した。

　同じロンドンのことである。しかし、時
はずっと後で、既に大使館に勤務してい
た。妻と二人でロイヤル・フェスエィバ
ル・ホールに居た。指揮者はセルジウ・チ
ェリビダッケ、オーケストラはロンドン・シ
ンフォニー交響楽団であった。当時のロ
ンドン・シンフォニーは評判高く、チェリ
ビダッケもリハーサルの鬼と言われてい
た。曲目は、ベートーベンの交響曲第九
番で、期待していた。始まると一糸乱れ
ぬ完璧な演奏が流れ出した。チェリビダ
ッケは、独特のお尻を振るような指揮振
りで、ちょっと滑稽な感さえあるのだが、
音楽の厳しさにそのような印象は瞬く間
に消えてしまった。完成度と迫力に圧倒
され、瞬きをしたかさえも判らないほど
椅子に金縛りになっていた。終わった後
の緊張が解ける心地よさと本物の一流
を味わった満足感が残った。周りの聴衆
も満足しきった表情で立ち上がってい
た。

　より小さな演奏会でも魔法が起きるこ
とがある。アイザック・スターンの死を悼
むボストンでの友人を中心とする小さ
な催しで100人前後の集まりだった。故
人の友人だったピアニストのエマニュエ

ル・アックスが追悼の曲としてシューベル
トのピアノソナタ21番を弾いた。名前だ
けの簡単な紹介を受け、ネクタイも着け
ない出で立ちで、すっと椅子に座るとゆ
っくりと弾き始めた。それまでに聴いたこ
のソナタのどれよりもゆっくりとしかし太
い音で語りかけてきた。ピアニストは泣
いていない。しかし、音楽は泣いていた。
集まったスターンの死を悼む人全てに替
わって、この演奏は悲しみを込めて響い
ていた。

　オペラでも魔法は起きる。タングルウ
ッド音楽祭のことである。指揮者は小澤
征爾、ボストン・シンフォニー交響楽団の
演奏で演目はサロメ。サロメを演じたの
は、メトロポリタン歌劇団所属のデボラ・
ヴォイクト。コンサート形式のオペラで、
ヴォイクトにとっては、初めてのサロメで
あった。サロメは、私の最も好きなオペラ
の一つである。最前列に陣取って楽しん
でいた。ヴォイクトのやや太めのソプラ
ノの声はサロメに良く合っていた。サロ
メが銀の皿にヨハナーンの首を載せて
接吻するシーンで、ヴォイクトは、サロメ
になりきって恍惚として歌い上げた。サ
ロメがヨハナーンの唇に接吻すると魔法
が掛かった。ヴォイクトの表情が恍惚とし
て、声が更に透き通ると、オーケストラが
一つの生き物になった。奏者は、彼女の
声に釣られて身体を前後左右に揺らし
ながら踊っているかのように演奏し、指
揮する小澤征爾氏は、取憑かれた様な
勢いで手を動かしている。聴衆は、息を
も呑めないでサロメの狂気の世界に引
き込まれていった。
　ハンガリーの魔法はどのようなもの
か。魔法に掛かるのが楽しみである。

（やまもと・ただみち
　　　　駐ハンガリー日本国大使）
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小林研一郎ハンガリーデビュー40周年記念コンサート

3月14日 19：30 　リスト音楽院ホール　
　マーラー交響曲第2番「復活」
　国立フィルオーケストラ、国立合唱団
　ソリスト：　Szaboki Tunde、Widermann Bernadette

3月19日 19：30 　芸術宮殿バルトーク国民音楽ホール　
　オルフ「カルミナブラーナ」、ガランタ舞曲、ロココ協奏曲
　ハンガリー・ラジオオーケストラ、ハンガリーラジオ合唱団、児童合唱団
　ソリスト： Perenyi Miklos

3月22日 19：00 　バルトーク音楽ホール（ペーチ）
　オルフ「カルミナブラーナ」、ガランタ舞曲
　ハンガリー・ラジオオーケストラ、ハンガリーラジオ合唱団、児童合唱団

3月26日 19：30 　リスト音楽院ホール　
　ベートーヴェン交響曲「第9番」
　リスト音楽院学生オーケストラ、リスト音楽院学生合唱団

3月30日 19：00 　リスト・フェレンツ文化会館（ショプロン）
　ベートーヴェン交響曲「第3番」（英雄）、ガランタ舞曲、エグモンド序曲
　ジュールオーケストラ

3月31日 19：00 　バルトーク音楽ホール（ジュール）
　ベートーヴェン交響曲「第3番」（英雄）、ガランタ舞曲、エグモンド序曲
　ジュールオーケストラ

4月3日 19：30 　リスト音楽院ホール　
　セビリアの理髪師序曲、ガランタ舞曲、ベルリオーズ「幻想交響曲」
　MAVオーケストラ

改修工事を経て、1907年設立当時の姿を再現したリスト音楽院コンサートホール
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　去る10月23日、関恒義一橋大学名誉教
授（享年89歳）が他界された。還暦を過ぎ
た頃に気胸を患い、体調を崩しながら生活
を送られていた。といっても、大学院門下
生は長らく先生と連絡が取れないまま、た
まに聞く風の便りで、ご健在を知るのみで
あった。
　大学院門下生が一堂に会し、教科書『現
代の経済学(上)・（下）』（青木書店、1978
年）を共同執筆し、還暦記念にハンガリー
の経済史家マーチャーシュ・アンタル『近代
経済学の歴史（History of Modern non-
Marxian Economics）』（大月書店、1984
年）を翻訳出版したのが、門下生の共同事
業の最後となった。その後、1988年に関
教授は一橋大学を退官され、田舎で静養
されたこともあって、門下生との距離が次
第に遠くなった。学部卒業生との付き合い
は息長く続いていたが、大学院門下生と
の付き合いは次第に絶えてしまった。私が
1988年にハンガリーへ赴任し、そのまま
居ついてしまったこともあって、門下生を束
ねる人がいなかった。
　関恒義の主要な仕事は現代経済学批
判であったが、その流れを受け継ぐ門下生
は、私を除いていない。門下生を代表する
資格もないが、私が語らなければ、その業
績が顧みられることもない。長年の不義理
を償うべく、ここに追悼の意を込めて、関恒
義を彼の世に送り出したい。

　関恒義は1924年に長野県で生まれ、16
歳で東京の中学校に転校し、卒業後に東
京商科大学（現、一橋大学）予科に入学し、
本科進学とともに中山伊知郎ゼミに所属し
た。当時の中山ゼミには、戦後の一橋経済
学を担う俊英たちが学んでいた。中山ゼミ
は杉本栄一ゼミと並んで、東京商科大学の
人気ゼミナールであった。
　関恒義は学徒出陣で終戦までの1年間、
国内の基地に配属された。若い幹部候補
生が荒れた下士官たちを束ねるのは容易
でなく、一緒に大酒を飲みながら、なんと
か乗り切った話は何度か聞いた。酒とたば
こはその時から身についた習慣になった。
それが気胸を患う遠因にもなった。戦時環

境では数理経済学を勉強するしかなく、中
山ゼミを選んだ理由を語られた。
　終戦後、中山教授の助手として労使交
渉の裏方の仕事をやりながら、数学の本格
的な勉強のために、1948年から東大理学
部弥永昌吉教授のゼミナールの研究生と
なり、数学を学ぶことになった。当時の弥
永ゼミには、後に日本の数理経済学の草
分け的存在になった二階堂副包や立教大
学の数学教授になった赤摂也がおり、その
縁で赤氏の妹君を娶ることになった。この
ゼミナールで、関恒義は二階堂氏らと一緒
に、ハンガリー人数学者ノイマンが着想し
た経済均衡モデルを研究した。二階堂氏
はその後、アメリカに渡り、一般均衡モデル
の別証明を与えて、国際的に知られること
になった。二階堂教授の『現代経済学の数
学的手法－位相数学による分析入門』（岩
波書店、1960年）は長らく、この分野を専
攻する者のバイブル的書物となった。これ
はノイマンが数ページの論文にまとめたモ
デルを、一から解説し理解するための本だ
と言って良い。

　関先生は一橋大学教養課程で「数学」
を、経済学部で特殊講義（社会主義経済
学）を担当されたが、次第に問題関心が数
理経済学から離れ、経済学批判へと向かう
ことになった。非マルクス経済学から出発
して、マルクス的手法を使った現代経済学
批判を展開するという非常に稀な存在とな
った。1950年代から60年代にかけて、日
本の経済学界ではいわゆる近代経済学と
マルクス経済学との激しい鍔迫り合いが
展開された。マルクス主義の伝統の強い日
本の経済学部で、近代経済学が次第に勢
いを増していく時代である。1956年から
1957年に東洋経済新報社から出版された

『講座：近代経済学批判』は、当時のマル
クス主義理論家を総動員した近代経済学
批判である。
　非マルクス経済学とマルクス経済学を
内在的に比較検討する杉本栄一教授のゼ
ミナールからも、伊東光晴や宮崎義一な
ど非常にユニークな人材が多く育ってい
った。関恒義は中山伊知郎門下から出発

し、杉本栄一が対象としていた問題に接
近し、近代経済学の内在的批判を超える
イデオロギー的批判を展開することにな
った。関恒義の登場は、近代経済学から転
身した気鋭の学者の批判として注目され
た。1960年の安保闘争で社会が騒然とし
ていた時期である。関恒義は杉本栄一の
内在的批判を超えて、近代経済学のイデ
オロギー的性格を暴くことが近代経済学
批判の方向だと主張し、杉本門下の末永
隆甫教授と論争された。今ではこの種の論
争がなくなってしまい、何とも物足りない
が、1960年前後は血気盛んな論争がたた
かわされた。

　関恒義の近代経済学批判の集大成が『
現代資本主義と経済理論』（新評論、1968
年）に結実した。なかでもサムエルソン経
済学を真っ向から批判する切れ味に、興奮
したのを覚えている。当時、私が在学した
国際基督教大学では、サムエルソンの原書

（第6版）をもとに、アメリカ人経済学者が
講義していた。都留重人先生の監修でサム
エルソン『経済学』の日本語訳が出版され
たのが1966年で、一橋大学都留重人門下
生による共同作業であった。東大駒場キャ
ンパスでは、内田忠夫教授がこれを使った
授業を開始され、玉野井芳郎教授も『マル
クス経済学と近代経済学』（日本経済新聞
社、1966年）を使って講義されていた。い
わば1960年代後半はマルクス経済学と近
代経済学のせめぎ合いの様相を呈してい
た。
　私は国際基督教大学に非常勤で講義さ
れていた杉本栄一門下の種瀬茂一橋大学
教授に卒論指導をお願いし、何度か国立
キャンパスの官舎をお邪魔した。種瀬先生
は学長在職中の1986年に、若くして心筋
梗塞で亡くなられた。種瀬教授は杉本門下
の秀才、関教授は中山門下の異端児で、関
先生が1歳年上だった。
　国際基督教大学の学生でありながら、
小平の一橋教養課程で関先生の講義を聞
き、国際基督教大学がロックアウトになっ
た時には、東大駒場キャンパスへ玉野井
先生や堀尾輝久先生の講義を聴きに行っ
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た。後に、堀尾先生とは日本書籍の中学「
公民」の教科書編集で一緒になり、また玉
野井先生のお嬢さんとは、法政大学社会学
部パソコン実習に非常勤講師で参加して
いただき、一緒に教科書を編集した。不思
議なめぐり合わせである。

　1960年代半ばは中国の紅衛兵運動が
盛んで、菊池昌典先生は駒場の講義で、「
造反有理」と板書して春の授業を始めたの
を覚えている。スターリン主義批判の大論
陣を張ったことで知られており、中国の動
きに感情を動かされていたようだった。ヴ
ェトナム戦争が拡大し、ソ連圏では経済改
革が叫ばれ、利潤導入が資本主義の復活
へ進むのかが議論された時期である。この
時も大学が長期間ロックアウトになり、塀
に囲まれたキャンパスで、国際基督教大学
出身で当時スタンフォード大学助手だった
雨宮健氏から、「一般均衡を証明する不動
点定理」の講義を受けた。1969年のことで
ある。その後、雨宮氏はスタンフォード大学
教授となり、日本の数理経済学者でもっと
も国際的に知られる学者（論文引用数第1
位）となった。
　余談になるが、1988年にハンガリーに
赴任する前、菊池先生から東大駒場で「コ
ルナイ経済学」の講義をして欲しいという
依頼を受け、半期の講義をおこなって慌た
だしく日本を旅立った。その菊池先生もす
でに他界された。

　今から振り返れば、1960年代から1970
年代は経済学の百家争鳴時代であった。
ハンガリーにはノイマンの数理経済学を
継承するブローディ・アンドラーシュを中心
とする数理経済学派と、1人で正統派経済
学（一般均衡学派）に立ち向かったコルナ
イ・ヤーノシュがいた。コルナイ『反均衡の
経済学』（日本経済新聞社、1975年）の原
書出版は1971年である。主流派経済学へ
の真正面からの批判は、大学院生だったわ
れわれの知的関心を刺激したのを覚えて
いる。
　こういう歴史環境のなかで、関先生は現
代経済学のイデオロギー批判を展開され、
この分野で貴重な存在となった。関先生は
近代経済学を厳しく批判しながら、他方で
経済学における数学利用には非常に寛容

であった。数理経済学から出発したバック
グラウンドを垣間見ることができた。大阪
大学から二階堂教授を、津田塾大学から
位相数学・代数学の松坂和夫教授を一橋
大経済学部へ招聘するのにも尽力された。
関先生はとくにノイマンを受け継ぐ数理経
済学の方向には肯定的な評価を与えてい
た。そのこともあって、経済学への数学利用
を無意味と考える経済統計研究会の理論
家とはギクシャクした関係にあった。近代
経済学にたいするイデオロギー的批判で
関先生と同じ方向を目指していた山田耕
之介（立教大学教授）も、経済統計研究会
系に属する学者で、数学利用に否定的だ
った。私が法政大学で教鞭をとって間もな
く、山田先生から立教大学への誘いを受け
た。法政飯田橋キャンパスの荒れた状態に
失望し移籍も考えたが、職について間もな
い時期であり、法政への招聘を仲介された
田沼肇先生からせめて5年は在職してくれ
と懇願され、立教への移籍を諦め、ハンガ
リー留学の道を選択した。なお、山田先生
は立教大学退職後、若き日に留学したポー
ランドへ移住された。ブダペストから何度
かコンタクトを取ろうとしたが、連絡が取れ
ないまま、ワルシャワで他界された。

　関先生は大学院生の指導でも数学利用
を積極的に推奨された。門下生は産業連
関論分析などを研究しても、近代経済学批
判の研究に向かうことはなかった。その意
味で、近代経済学のイデオロギー批判は、
関恒義一代限りの仕事であった。私も大学
付属の経済研究所で国民経済計算論を研
究されていた倉林義正教授に教えを請い、
それが縁で1978年にハンガリーに留学す
ることになった。関先生と倉林先生はほぼ
同じ時期に中山ゼミで学ばれた仲で、関先
生は国民経済計算論の研究を後押しされ
た。倉林先生は1980年代に国連統計委員
会（UN Statistical Commission）議長に就
任され、公人としてハンガリー中央統計局
を訪問されたこともある。倉林ゼミに属して
いたわけではなかったが、ブダペスト訪問
時にはクラシック通である倉林先生と常に
音楽三昧のプログラムを組んでご一緒し
た。倉林先生は法政大学田沼肇教授とは
小学校の同級生という奇遇だった。
　関先生の近代経済学批判は非常に厳し

いものであったが、一橋大学のリベラルな
風土を大切にされていた。我々の大学院時
代の一橋大学には実に多彩な経済学者が
経済学部と経済研究所に集まっており、東
大経済学部をはるかに凌ぐ人材と問題意
識に富んでいた。私が大学院へ入学した時
にはすでに退官されていたが、産業・景気
循環論の日本の草分け的存在である篠原
三代平先生もまた中山伊知郎門下で関先
生の先輩にあたり、私と同じ富山県高岡市
の出身である。社会主義崩壊に関心を抱い
ておられ、財団法人統計研究会会長として
何度も研究会に呼んでいただいた。翻訳書
や著書を贈る度に、直筆のお手紙を日本か
らいただいたが、2012年に他界された。

　ヴェトナム戦争における社会主義勢力
の勝利によって、当時すでに顕在化してい
た社会主義経済の矛盾が、一時的に覆い
隠されてしまった。そのことがさらに社会主
義圏の内部矛盾を拡大し、歴史は社会主
義圏崩壊へと進んだ。歴史のアイロニィで
ある。1980年代のソ連や東欧社会主義国
では、コルナイ・ヤーノシュ『不足の経済学』
が「どん詰まり社会主義」の理論的解明を
与え、この書が体制改革のバイブルとなっ
て現実の体制崩壊へと突き進んだ。日本で
もコルナイの著作は専門家の間で盛んに
読まれたが、それが政治の世界に反映する
ことなかった。
　社会主義崩壊を関先生がどのように認
識していらっしゃったのか、今では知る由
もないが、旧左翼へ宛てた「20世紀社会
主義への惜別のメッセージ」である拙著『
ポスト社会主義の政治経済学』（日本評論
社、2010年）やコルナイ『コルナイ・ヤーノ
シュ自伝』（日本評論社、2006年）は、とも
に関先生のご子息にお送りした。お手許に
届いたかどうか。
　今ではもう現代経済学批判を展開する
人もいなくなり、若い研究者たちは社会問
題意識をもつことなく、淡 と々論文になりそ
うなテーマを追いかけている。何とも詰ら
ない時代になった。今こそ、再び関恒義の
ように、果敢に正統派経済学に真正面から
ぶつかる俊英が必要とされる時代なのだ
が。関先生も、そういう想いをお持ちになっ
て、旅立たれたのではないかと思う。

（もりた・つねお　「ドナウの四季」編集長）
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　ハンガリーで生活していると、建物の壁

に誰々を記念するという大理石碑をしばし

ば目にする。日本人でもよく知られている

作曲家リストや詩人ペテーフィらだけでな

く、各々の分野で社会に貢献した人々の業

績を石碑に記して、記憶に残すことをハン

ガリーの人々はとても大事にしている。そん

な名誉ある石碑に初めて日本人が登場し

た。ブダペスト中心部にあるカフェのギャラ

リーに掛けられた大理石には次のように刻

まれている。「1920年代当地で活動し、ハ

ンガリーと日本の架け橋になった今岡十一

郎を、彼が好んだこのセントラルカフェに記

念して」。

　記念碑は両国の国交140年と国交回復

50年を記念した2009年、日本友好協会と

日本人商工会の尽力により設置された。筆

者は今岡十一郎の業績についての書籍『

日本海からドナウ河畔へ』をハンガリーで

出版した縁があって石碑設置に関わった。

それから4年が経ち、今年は今岡の生誕

125年、没後40年に当たるということで、日

本友好協会のヴィハル会長が中心となって

石碑に献花し、再び今岡と両国交流を思い

起こすささやかな会が11月末に開かれた。

以下、当日の挨拶を元に今岡の活動につい

て主なところを紹介する。　

　今岡十一郎はハンガリーと日本の交流

において最初の礎を築いた人物である。第

一次大戦後の困難の中、1922年に今岡は

ブダペストへ降り立った。語学の才能に恵

まれ、ハンガリー語の習得は短期間で相当

レベルに達したようだ。間もなく依頼される

まま日本についての講演や新聞への寄稿

を始める。最初は当時欧州にあった黄禍論

を弁明するものだったが、その内幅広いテ

ーマで話をするようになる。それは伝統や

習慣、日常生活からはては文学、都市案内

まであらゆる領域に及んだ。ハンガリーに

は自民族の起源からも東洋に対する親近

感があって、日本への関心は高かった。そう

いった背景も手伝って今岡の講演や新聞

記事はまたたく間に注目され、ひっぱりだこ

の人気講演者となったのだ。元々関心の強

いところへ、あまりお目にかかったことのな

い日本人がそれもハンガリー語で講演する

というのだから、まるでパンダが来たかの

ような扱いをされたとしても不思議ではな

い。実際、講演の宣伝ポスターには「混雑を

避けるため講演は3時と6時の二回行いま

す」などと書いてある。今岡は人々の並々な

らぬ日本への関心に触発され、お客に暖か

い国民性に惹かれ、心から滞在を楽しんで

いたようだ。

　1920年代にハンガリーでは日本協会と

いう友好団体が設立されているが、ここで

も今岡は中心的な一人として参加した。並

行して日本語の講座を受け持ち、まだブダ

ペストに公使館がなかったので、ウィーン

の日本公使館からも依頼され様々な役割

を担っている。日本人訪問者の案内や通

訳、情報収集、行事のオーガナイズなどな

ど。同時にハンガリー人からは次々と日本

関連の依頼や照会が寄せられていた。それ

は民間人でありながらさながら私的領事と

でも言える仕事ぶりである。

　この時期の訪問者として際立つのは

1931年の高松宮夫妻ブダペスト訪問であ

るが、この時も案内兼通訳として同行して

いる。今岡は滞在の最後にそれまでの記事

をまとめ『ウーイ・ニッポン（新日本）』と題し

た書籍を出版し、帰国前には勲章も授かっ

た。この地に根を下ろしハンガリー社会で

最初に名前を知られることになった日本人

として、輝かしい足跡を残した。彼にとって

ハンガリーは「もうひとつの祖国」となり、後

ろ髪を引かれながらハンガリーを発つ時、

別離の手紙にこうしたためた。「ここで過ご

した悲しい程の美しい思い出を胸が痛む

ような幸せな思いで振り返り…」。

　

　今岡は1931年、9年ぶりに日本へ帰国し

た。長い洋行帰りはまだ珍しく、地方新聞が

ハンガリーでの活躍ぶりを「花嫁候補二千

人」などといささか大げさに伝えている。そ

して今度は日本の読者に向けてハンガリ

ー紹介を始めた。時代の波もその活動を後

押しするような方向へ進みだす。1938年両

国は日本にとって初めての文化協定を締

結する。働きかけはハンガリー側からで、日

本は最初及び腰だったが、折りしも国際的

に孤立しつつある時で、友好国を広げ、情

報収集に利用するという政治的な思惑が

絡み合って締結に漕ぎ着けた。こうして両

国関係は公的なバックアップを得て交流に

弾みがついた。戦争へ進む暗い時代の関

係で偏った面もあるし、政府宣伝的な要素

も見られる。しかし、日本とハンガリーは実

質的な政治利害関係はそれほどなく、協定

によって行われた多くの活動や行事も文化

を対象にしたものがほとんどだった。

　具体的にはどんな交流だったのだろう。

双方の国でお互いを紹介する出版物が発

行され、クラブ的な集りや講演会、展覧会が

あり、交換留学生が送られ、大学付属の語

学学校ではハンガリー語の講座が開かれ

た。最も顕著な活動を手広く担っていたの

が今岡である。ハンガリーとの交流や研究

を目的とする日洪文化協会が設立された

のを機に、会報誌『日洪文化』を編集長とし

て発行し、歴史、文学、伝統の紹介から政治

情勢や名所案内まで幅広く書いた。会員向

けの冊子とはいえ、日本で様々な分野につ

今岡十一郎（1888-1973）生誕125年、没後40年にあたり いてのハンガリーが紹介されたのは初めて

のことだった。ハンガリー人に蒙古斑が出る

とか、言語的に近いという現在まで伝わる

話はこの時に広められた。

　今岡は書籍や多くの記事でも活発にハ

ンガリーを書いた。特に文学の翻訳ではペ

テーフィやマダーチを始めハンガリー文学

の神髄を紹介している。語学書として出した

『ハンガリー語４週間』は戦後も長く唯一

の語学書として再版を重ねた。1939年ハ

ンガリーは枢軸同盟に参加して日本の同

盟国になり、しばらくは活発な交流が続い

た。しかし戦況は激化し徐々に文化活動ど

ころではなくなっていった。

　終戦とともに国交は断絶し、交流団体の

すべては解散する。両国関係の上では冷

戦の両陣営に分かれた暗い時代が到来し

た。国交回復に向けた動きが始まるのはや

っと50年代半ばになってからだ。そんな中

1956年のハンガリー動乱が勃発する。共

産主義の国で初めて民衆が

蜂起したこの事件は世界を

揺るがせた。日本でも特に

左派陣営には大きな影響を

与えている。一方、右派が中

心になって『ハンガリー救援

会』が立ち上げられ、亡命難

民らのために募金活動が展

開された。それまで活動を休

止せざるを得なかった今岡

に再び情報発信の機会がや

ってきた。講演会で話し、募

金に奔走し、集まった善意を

携えて実際にウィーンへ出

向いて募金を届け、難民収容所や国境まで

も視察している。しかし、ハンガリー再訪は

遂にかなわなかった。帰国後は招待したハ

ンガリー人の若い亡命者と共に全国を回っ

た。当時の報告書を読むと、いかに一般の

人々の関心を惹いていたかがわかる。

　この後1959年には正式に国交が回復

し、限られた関係ではあったが、スポーツや

芸術を通してだんだん人の往来も増えた。

動乱後、表向きはハンガリー関係から遠ざ

かっていた今岡は、一人でハンガリー語辞

書の執筆、編纂に全精力を注いでいた。原

稿は仕上がっていたが、商業ベースで採

算の取れない辞書の出版は困難をきわめ

た。結局、自費出版に踏み切る。もう老齢で

肺を患う今岡にとっては時間との闘いであ

る。1973年、両国は新たに文化協定を結ぶ

ことになった。調印式は東京で行われ、仮刷

りで仕上がった今岡の辞書が両国間の発

展を期して、当時の大平外相からハンガリ

ー側に手渡された。その年の9月、刷り上っ

たばかりの辞書を胸に抱いた翌日、今岡は

旅立っていった。特別な報酬や名誉を与え

られることもなくハンガリーのために生涯

を捧げた人生であった。このハンガリー語・

日本語辞典は5万5千語から成る本格的な

辞書で、2001年に大学書林から再版され

た。未だにこの辞書を超えるものは出版さ

れていない。こうして今、石碑が掲げられ今

岡の業績が少しずつでも知られようになる

のはとても嬉しいことだ。

　ところで、石碑を設置して日本人の活動

を記念してもらっているので、日本でもハン

ガリーの誰かを記念できるのだろうかと思

いを巡らせた。戦前に東京の公使館で活動

し翻訳書などを出したメツゲル・ナーンドル

とか、最近その名が知られるようになった

彫刻家のワグナー・ナーンドルなどの名が

頭に浮かぶ。最近は二人の業績を研究する

試みもあり興味をもって注目しているところ

だ。

　しかし、すぐに気が付いたのは、日本では

石碑を設置して記念したりすることがない

という事実である。それから続けて思い当

たったところ、そう言えば日本ではハンガリ

ーと違い場所や組織に人の名前を付ける

こともしない。ハンガリーなら歴史上の偉人

であるコシュートやセーチェーニを始め通

りの名前から学校名などなど、すぐに20や

30の名を挙げることができる。でも日本で

は徳川家康通りもないし、夏目漱石学校も、

聖徳太子寺もない。銅像というのもけっこう

限られていて、西郷隆盛などあるにはある

がかなり少ない。最近ではほとんどがサザ

エさんとかゲゲゲの鬼太郎など漫画の主

人公だろうか。

　なぜこうなのか、そう簡単に答えがある

わけではないが、やはり日本には無常観な

どというのがあって、ずっと先まで何かを残

すということをあまりやりたくない気持ちが

あるのかなと思う。それと外壁に設置する

石碑といっても日本の建物は欧州の建物よ

りずっと寿命が短いので、石碑

を設置しても建て替えとともに

無くなってしまうからかもしれな

い。

　もちろん、亡くなった人を記

憶に留める行事がないわけで

はない。法事などは2、3、13、17

、23、27、33、50回忌などとかな

り丁寧にやっているのだから。

でもこれはあくまでその家族、

親戚を思い起こすもので、公の

ものとは違う。こう思うとやはり

ハンガリーの習慣は日本人から

観てもいいものに思える。有名

な人の生誕記念とか聖人のお祭りとか、歴

史的記念日に皆が一緒に思い起こして祝

い想いを馳せることができるから、国民が

ひとつの家族のような感じがする。石碑の

習慣は日本にないけれど、これからは何か

の機会を見つけて日本でもハンガリーを記

念する行事ができたらいいと思う。最後にド

ゥナウーイヴァーロシュの児童合唱団が「

雪の降る町を」など日本の歌をとてもきれ

いに歌って会に花を添えた。

（うめむら・ゆうこ　ELTE大学）

梅村　裕子
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　私がELTE大学日本学科に入学してから日本語スピーチコンテ
ストのことが何度も話題に出ましたが、私が優勝して日本に行くと
は思ってもいませんでした。ところが、3年生になってこれが最後の
機会なのかもしれないと思い、何も期待せずに2013年3月の第
20回日本語スピーチコンテストに出場しました。そのおかげで去
年の秋は人生で初めて日本に行けました。今でも夢のようです。
　航空券をもらったとき、頭の中にいろいろなことが浮かびまし
た。まず、今まで手伝ってくれた先生たちに感謝を伝えたい、それ
から挑戦してみてよかったということです。「いつ日本に行こうか
な」、「日本では何をしようかな」と、たくさんのことを考え始めまし
た。そしてやっと、11月に2週間、旅行することに決めました。
　ちょっとだけ緊張して成田行きの飛
行機に乗りました。大陸間の飛行機
に乗ったことがなかったし、迷ったら
どうしようと心配しましたが、私のスピ
ーチコンテストでのテーマは「物は試
し」でしたから、心配や問題を一瞬で
乗り越えて旅行の日々を過ごそうと決
めました。
　知人から、「日本人は親切だとよく
言われていますが、本当はそうではな
いですよ」、「東京は電車がとても複雑
だけど大丈夫ですか」、「日本料理は魚ばかりで、私が日本にいた
ときはマクドナルドでしか食べませんでした」などと言われて、期
待を少し低くしましたが、高校のときから日本について多くの本を
読み、日本に留学したことがある友達の話も聞いていたので、カル
チャーショックはあまり起こりませんでした。自分の目で経験するこ
とと、話だけで聞くことはずいぶん違いました。

　ある日、宿泊場所の周りを歩いていた時、雨が降り始め、コート
の頭巾をかぶって歩き続けました。似たような狭い道がたくさんあ
りましたから、ちょっと迷ってしまい、花屋さんに道を聞きました。
道順がわかってお店を出た後、花屋さんに止められました。「ぬれ
てしまうから、これをもらってください」と傘を私にくださったので
す。また、ホステルから友達の家に移る前に毛布を買いたかった
のですが、どこに行ったらいいかわからなくて、駅の前で人に聞い
てみました。店の方向を教えてくれただけでも十分なのに、店まで
案内してくれました。
　雨の中で私を追いかけてきてくれた花屋さん、遠いお店まで案
内してくれた人。日本人は親切でなくてなんだろうと考えざるを得
ません。

　東京は見るべきところが多すぎて、2週間では足りません。上野

　最近、大学へ行く途中、楽しく談笑している高校生の集団とすれ
違った。耳に入ってきた「受験」や「修学旅行」の言葉に、高校生時
代のある懐かしい記憶が甦った。
　ある秋の朝、太陽がまだ地平線の彼方から昇ってこようとしてい
る時間だった。こんな薄暗い世界の中で、自分はもうバスを待って
いた。眠い表情のままバス停におもむろに集まる学生たちと、近く
の郵便局で朝早くから仕事にいそしんでいる人々の姿以外、人気
は少ない。この季節らしく肌寒い、いつもの秋の早朝の光景が目
の前に広がっていた。バスもいつものように遅れるようだった。時
刻表に書かれた時刻からは最早20分遅れていたが、自分はそれ
でも待っていた。あの日は「鋼鉄の街」に行く為に、待っていたのだ。

「鋼鉄の街」という名を聞いた
ら、みんな何らかの不思議な
物語の世界の街を思い描くで
あろう。ところが、自分の目的
地は普通の街の普通の学校で
あった。そこの正式な名称は
Dunaújvárosである。が、「鋼
鉄の街」と呼ばれる理由はち
ゃんとあるのだ。
　そんなことを考え始めると、
バスが来た。思考を止めて、足
早に乗って、外で冷えた身体
を車内で暖めた。そうすると、40分くらいの遅れも忘れていってし
まうものだった。やがてごく自然に考え事を続ける自分がいた。「
鋼鉄の街」がもし本当に何か神秘的な場所だったら、今向かって
いる学校は牢獄あるいは迷宮であろうという妙なことを思ってしま
うのは、自分がオタクだからだろうか。といっても、この街には実際
に幾つか面白いことがある。１つは、この街は百年前にはだれに
も知られてい製鉄所が街を産んだのだ。そして、製鉄所と街の間
には今もその「母」と「子供」のような強い関係が残っている。そこ
で、ふと「なぜだろう？」という質問が脳裏を過ぎって、先生に聞い
た話を思い出した。
　戦後、ハンガリーはソビエトの強い影響を受け、ここも共産党
が支配するようになった。ソビエトの思想においては重工業の発
展が重要だったが、ハンガリーは昔から農業の国で、鉱物も製鉄
所も余りなかった。だから、無理矢理にでも建設しようという考え
が生まれた。その時、この製鉄所で働く工員の集落として、街が建
てられたのだ。それまで何もなかった場所に真新しい舗装路が敷
設され、その両脇に高いコンクリートの建物が次々に現れた。工
事に十数年もかかったのち、ついに街は完成した。名前はスター
リンへの敬意を表すために、「スターリン町」になった。しばらくし

公園の動物園や国立博物館、渋谷のハチ公の像や有名な交差
点、浅草寺、スカイツリーなどを見られてとてもよかったです。そし
て、日本に留学している友達や日本に帰国した先生に会えたのも
とても嬉しかったです。そのおかげで一人では絶対行けなかった
場所にも行けました。明治時代から経営されている「米久」でスキ
ヤキを食べたことや、別の日に韓国料理を食べた後、ゴールデン
街の小さいお店で日本人の学生たちと話し合ったことが、とてもい
い思い出です。
　新大久保で韓国料理を食べて、歌舞伎町を通ってゴールデン
街へ行った晩、日本の深さを感じました。賑やかでネオンサインが
多く、夜でも昼みたいに明るい歌舞伎町と、非常に狭い道や小さ
いお店だらけのゴールデン街のコントラストが印象に残りました。
次の日、原宿の竹下通りから明治神宮に行ったときも同じようなコ
ントラストを感じました。週末の竹下通りは華やかで変わった服
装の人々が集まっていました。たった一分ぐらいで代々木公園に
着きました。全く田舎の森を歩いているように思いました。あんな

に賑やかな場所のすぐ隣にこんなに
静かな公園があるなんて信じられま
せん。しかも、明治神宮まで歩いていく
につれてだんだん暗く寒くなって、東
京にいることすらすっかり忘れてしま
いました。明治神宮には七五三が近か
ったので、衣装を着た子供と家族も多
く、偶然にも、伝統的な結婚式も見ら
れました。原宿駅に戻ってその日のこ
とを振り返り、東京の深さに改めて圧
倒されました。

　次の日、午後8時ごろにスカイツリーにたどり着きました。2~3
時間待たなくてはならないと聞いていましたが、そのときは改札
口の明かりが消えていて、一分ぐらいで切符を買えました。クリ
スマスイルミネーションがついたスカイツリー自体も見事でした
が、350メートルの高さから見た東京の夜景は本当に素晴らしか
ったです。それまで、電車などを使ってどこでも30分ぐらいで着き
ましたから、東京の圧倒的な大きさを感じたのはそのときが初め
てでした。もっと高い450メートルまでも上りましたが、もう暗かっ
たせいかもしれませんが、350メートルからの景色のほうがいいと
思いました。
　この旅行は全てにおいて貴重な経験でした。自分で経験するこ
とと、本で読んだり授業で学んだりすることは全然違うので、留学
することは誰にとっても想像以上に大切なことだと思います。私は
いつか日本に留学できるといいなと思っていたのですが、この2週
間で高校のときに描いた夢をこれからも追いかけたいという気持
ちが強くなりました。この旅行の機会を与えてくださった先生たち、
日本語スピーチコンテスト実行委員会の皆様、JALとJTBを初めと
するスポンサーの皆様に感謝を申し上げます。

（ホルヴァート・ダーヴィド　ELTE日本語科学生）

て、Dunaújváros（ドナウの新しい町）に変わったが、それでも、ここ
は長年、共産党の誇りの場所であった。
　急にバスのブレーキがかかって、僕は我に返った。歴回想を中
断し、ぼんやりと車窓から外を見たら、もう街の入口まで差し掛か
っていた。そこには韓国の会社の近代的で巨大な工場がそびえて
いる。バスが小さな村のような郊外を通って、中心部が見えてくる
と、その風景は自分の思いを裏切った。何も変わっていない、まっ
たく同じコンクリートの建物の群れがいつものように時間の流れ
に耐えていた。「建てられた時からきっとそのままだ」という印象を
持った。バスが終点駅に到着したので、僕は自分の体を引きずるよ
うにして降りて、そこの広場の向こうにある映画館の時計を見やっ
た。まだ早かった。でも、その建物をよく見ると、いつかの懐かしい
思い出が湧いてきた。何年か前の真冬、この建築物は「映画館」と
言うより「冷凍庫」と言ったほうが相応しかった。その時、暖房が壊
れていて、映画を観ている間、厚い服を着ていても寒かったのだ。
時間が経って、もう面白くて懐かしい思い出のひとつと思えるよう

になった。
　一時限目までまだ時間があ
ったから、街外れに広がる川に
面した公園に行こうと思った。
ここは、この街の中で自分の憩
いの場所だった。都市は高台
の上にあるから、川辺まで行く
ためには長い階段を降りなく
てはならない。階段の一番上の
辺りで川のほうを見渡すと、ま
るで山頂に立って下を見下ろ
すような感じだ。そこからゆっく

りと流れるドナウ川とその向こうに広がるハンガリーの大草原が
一望できる。川の灰青色と、オレンジ色に染まり出した夜明けの空
と、無限に続くように感じられる草原の緑が混じって、絶景が開け
ていた。数分、佇んでこんな自然の美しさを鑑賞してから、近くのベ
ンチに座って、市のほうを振り返った。自分に色々な大切な思い出
をくれた街。朝日に照らされたその都市は、たとえ評判がよくなく
ても、自然が多く、通りが広くて、ほかの大都市とは違う、落ち着い
た雰囲気のある場所だと思った。昔、ここの工事を管轄した建築家
などが住みやすい都市をつくろうと思ってこの街を設計したおか
げだろうか。今、まだ彼らが生きているなら、どう思っているのだろ
うか。僕は携帯電話の時刻表示を見て「そろそろ行こうか」と呟い
て、名残惜しい気持ちを胸に、学校のほうへ立ち去った。
　あの時以来、あそこには行っていない。最近あの景色を思い出
すと、もう一度あんな静かな夜明けをあそこで観たいという気持ち
になる。いや、今度は自分が見たいというより誰かに見せてあげた
いという不思議な気持ちに心が満ちた。あれを観て、自分のように
あの場所のことを好きになってくれる人がいつか現れるのだろう
か。

（ヴレタ・ダーニエル 　ELTE日本語科学生）

エッセイ

Horváth Dávid Vuleta Dániel

秋の日本冒険旅行 鋼鉄の街

エッセイ
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留学生 留学生

ハンドボールのコーチングを学びに
センメルヴァイス大学体育学部聴講生

井上 元輝

　僕は筑波大学大学院博士前期課程を休
学して、現在センメルヴァイス大学体育学
部の聴講生という立場で留学をしていま
す。そもそも留学に興味を持ち始めたのは、
大学４年生時に卒業論文としておこなっ
た、ハンドボール競技におけるヨーロッパと
日本とのプレーを比較したことがきっかけ

でした。
　日本のハンドボールといえば、宮崎大輔
選手や2008年の北京五輪アジア予選の
際の中東の笛で話題に挙がることもありま
したが、まだまだマイナースポーツですし、
オリンピックに関していえば、1988年のソ
ウル五輪以来出場を逃しています。映像を
見るだけでもヨーロッパのハンドボールの
レベルは、日本のそれとは全く違っていま
す。選手を引退した後に指導者を志すにあ
たって、やはり本場であるヨーロピアン・ハ
ンドボールを肌で感じるべきだろうと思う
ようになりました。日本の指導体制は学校
部活動が主体であるため、なかなか一貫し
た指導がなされていないという印象が強い
です。そこで留学を通して、ヨーロッパの一
貫したトレーニング体制を学んで、自分自身
のコーチング哲学の一助を得たいと思いま
した。
　ハンガリーにコーチング留学することを
決めた理由は、世界ランキング４位だとい
うこと、ハンドボールのコーチングで日本人

がまだ来たことがないことです。世界ランキ
ングが上位の国々の中では人口が少ない
ので、一貫したトレーニング体制があるの
ではと考えました。また、ヨーロッパの中で
は比較的にハンガリー人の体が小柄で、日
本に似ていると考えたからです。
　現在は大学のハンドボールの実技と座
学の授業を聴きながら、ブダペストにある
中学生年代の選抜チームの練習を見学さ
せてもらっています。自分自身もハンガリー
3部リーグに所属するセンメルヴァイス大

学のチームに参加
させてもらいなが
らプレーもしていま
す。また、センメル
ヴァイス大学には、
国際オリンピック
委員会が認めてい
るインターナショナ
ル・コーチング・コ
ース（ICC）があっ
て、ICCのハンドボ
ールを英語で学ぶ
ことができます。全

部で2年間留学する予定ですが、最後の年
にはICCのライセンスを取得したいと考え
ています。2年という期間は、1シーズンのト
レーニングを2回見たいと考えたからです。
　ブダペストには7月から滞在しています
が、一番苦労していることはやはり言葉で
す。大学の先生や一部の学生とは英語で交
流出来ていますが、英語の話せない中学生
年代、小学生年代のキッズの子たちとコミ
ュニケーションを取るには、ハンガリー語が
かかせないとこの4ヶ月で痛感しました。自
分がプレーするぶんには、簡単な英語やジ
ェスチャーだけでなんとかなっていますが、
いざコートの中に入って日本式のトレーニ
ングを教えてくれと言われたら困ってしまし
ます。そこで年明けからハンガリー語の教
室に通うつもりです。また、ICCのために座
学を英語でこなせるようにもならなければ
ならず、日々言葉とは戦わなければなりませ
ん。
　まだ4ヶ月しか経っていませんが、日本を
出てみて日本の良いところ悪いところが少

しずつ見えてきました。それはハンドボール
に関しても同じです。体型的に劣る日本人
がヨーロッパ諸国の大きい相手にどのよう
に戦っていくかということを常に考えていま
すが、日本人の誠実さや勤勉さ、俊敏さとい
ったものが武器になってくるだろうと感じて
います。しかし、育成理論や細かい方法論は
こちらの方が優れているので、そこを上手
に吸収して日本に帰国したいです。
　ハンドボールの話ばかりになってしまし
ましたが、ハンガリーには色々な分野の日
本の方がいらっしゃいます。日本にいた頃に
は絶対に関わらなかったであろう、音楽、ダ
ンス、医学など他の分野で頑張る日本の方
と知り合うことができて、とても良い刺激に
なっています。それに困ったことがあれば気
軽に相談させてもらえますし、ブダペストは
住み心地の良い場所になってきています。
まだまだ始まったばかりの留学生活です
が、この環境で学べていることを両親に、支
えてくださっている全ての方々に感謝しな
がら、初志貫徹していきます。

（いのうえ・もとき）

オペラ漬け
リスト音楽院大学院オペラ専攻

今井　文音

　家族、友人、日本にしばしの別れを告げ
この地に降り立ってから2年が過ぎました。
私は日本の音楽大学を卒業後、フリーター
をしながら今後の自分の音楽生活について
どうするべきか途方に暮れていました。しか
し、考えるだけでは何も進まず、かといって
音楽から遠ざかる生活がどうしても嫌だっ
たので、母校の音大に研究生として半年間
在籍しました。その時に丁度、特別講師とし
てレッスンにいらっしゃったのが今の声楽
科の先生です。その先生からお声を掛けて
頂き、ハンガリーに留学することになりまし
た。
　初めの1年はペーチ大学のオペラ科に在
学していました。学校は私以外全員ハンガ
リー人です。家もハンガリー人の女の子3

人とルームシェアをしていました。英語も満
足に話せない、ましてやハンガリー語なんて
全くわからないという状況で私のハンガリ
ー生活は始まりました。
　やはり言葉の壁は分厚く、ハンガリー人
の中には英語を全く話せない人もいるの
で、そういった人とはコミュニケーションが
全く取れない状態でした。しかし、早くみん
なと話がしたいという思いが強かったので
英語もハンガリー語も勉強し、少しずつ友
達ともちゃんと話せるようになりました。学
校の友達もルームメイトも皆とても親切で
優しく、今でも忘れられない思い出がたくさ
んあります。
　そして、1年が過ぎた頃、先生がリスト音
楽院へ転勤することになり、私も一緒に転
校することになりました。「リスト音楽院の
オペラ科はとても忙しい」と聞いてはいまし
たが、実際に入ってみると想像以上でした。
歌唱の先生とのレッスン、伴奏の先生との
レッスン、指揮者の先生とオペラの中の役
を勉強するレッスン、演出の先生による舞
台演習のレッスンがそれぞれ週2回ずつあ
ります。学期末にはアリア試験とオペラ試
験があります。アリア試験が終わるとオペラ
試験のリハーサルが約1ヶ月間朝から夜ま
で休みもなしに毎日あります。オペラ漬けで
す。
　私はハンガリーに来てから初めてオペラ
を勉強しました。オペラにはも
ちろん素晴らしい声やテクニ
ックも必要ですが、やはり演
技力がなければいけないんだ
と身をもって実感しました。
演出の先生はとても斬新な演
出をする先生なので日本では
なかなか考えられないような
演技や動作を要求されます。
ハンガリー人はとてもセンス
が良く、演技も自然で舞台上
での動作もとても上手です。
最初は戸惑ったりわからなかったりしたこ
とも多かったですが、演技も歌と同じで、練
習すれば上手になるということもわかりま
した。
　そして、年の6月、学年末のオペラ試験が

なんと夢にまで見たオペラハウスで行われ
ました。いつも客席から見ている側だった
自分がまさかあの大きな舞台に立つなんて
誰が想像できたでしょうか。初めてステー
ジから客席を見たときの感動は、まるで映
画の中にいるような、言葉には表すことの
できないものでした。
　しかも、私はありがたいことに、大きな役
をもらうことができました。ところが、歌はハ
ンガリー語、そしてハンガリー語の台詞も
たくさんあったのです。ハンガリー人の前で
ハンガリー語の台詞で演技をしてハンガリ
ー語で歌う･･･もう、どう頑張ってもごまか
すことなんてできません。もちろん、どんなオ
ペラでもごまかすことなんて許されません
が･･･。
　オペラの稽古が終わった後や空時間はと
にかく必死に練習をしました。時にはうまく
できない自分に悔しくて涙を流したことも
ありました。しかし、先生方やオペラ科の仲
間たち、友達たちの協力と支援のおかげで
本番はミスをすることもなく、大成功に終わ
りました。お客さんからの拍手を聞いてい
ると頑張ってよかったと心から思いました。
ひとつのものをみんなで作り上げる作業と
いうのは、こんなにも大変で、でも楽しく、そ
して達成感がものすごい、こんなにも興奮
するものなのかと感じました。私はすっかり
オペラの虜になってしまいました。今までは

見る側でしたが、今度は自分が演じる立場
として虜になってしまいました。
　ハンガリーに来てから経験したことのな
いことをたくさんさせてもらい、そして可能
性を最大限引き出そうとしてくれる先生方

にはとても感謝しています。もちろん、日本
で応援してくれている家族や友人、そしてい
つも支えてくれるたくさんの人たちにも本
当に感謝しています。
　2年前、日本から飛び立ち、いざハンガリ
ーに到着しようというその時、飛行機の中
からブダペストの街並みが見え、私は不安
でたまらず一人で泣いていました。しかし、
今はハンガリーに来て本当によかったと思
っています。何度見てもため息が出てしまう
ほど綺麗なドナウ河を見るたびに、ここに居
る喜びをひしひしと感じます。でも、やはり
歌っている時が一番幸せです。
　残り半年ほどの学生生活ですが、悔いの
残らぬよう、そして夢は大きく！これからも
日々精進して頑張りたいと思います。

（いまい・あやね）

僕の散歩道
Balassi Intézet

宮原 孝治
　
　ハンガリーに来て4ヵ月経ち、段 と々寒く
なり、雪が散らつき、いよいよ本格的な冬が
はじまりました。ヨーロッパ・ハンガリーで
の初めての冬です。
　私は東海大学文学部ヨーロッパ文明学

科に在籍し、卒業論文でハンガリ
ーの民族音楽について扱っていま
す。初めてハンガリーの民族音楽
に出会ったのは、大学1年生の時
に授業で聴いたハンガリー民謡
です。何処と無く悲しげな雰囲気
と、ハンガリーの大平原と農民た
ちの素朴な暮らしぶりが目に浮か
んでくるような印象を受けました。
それ以来、ハンガリーの民族音楽
に興味が湧き、卒業論文を執筆す
ることにしました。しかし日本で得

られる情報は少なく実際にハンガリーに住
んでみて、語学を学びながら、民族音楽につ
いて研究してみたいと思い留学を決意しま
した。
　9月からバラッシでの授業が始まり、様
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留学生 留学生

々な国から来た留学生とともに学んでいま
す。授業内容は教科書を用いたハンガリー
語の文法や会話の練習、その他にゲームを
行ったり音楽を聞いたり、クラスメイト同士
が自分の出身の国や街について発表し話
し合ったり、様々な形式で行われます。授業
のペースが速いのと、授業が全てハンガリ
ー語で行われるので、苦労しますが、毎回
とても楽しく充実しています。そして、覚え

たハンガリー語は寮や街で積極的に使う
ように心掛けています。最初の頃は、一生
懸命ハンガリー語で注文したり、尋ねたり
しても、私の語学レベルが低すぎるので相
手が英語で答えて来て、毎回悔しい思いを
していました。しかし最近は少しずつハン
ガリー語で相手と会話する事が出来るよう
になり、街中や寮でも以前よりハンガリー
語で会話する機会が増えました。しかしま
だ相手の言っている事が聞き取れなかった
り、文法や単語が間違っていたり不完全で
すが、少しずつ自分のハンガリー語が上達
しているのが実感出来る毎日を送っていま
す。また、民族音楽のコンサートやターンツ
ハーズ、国立歌劇場やオペレッタ劇場、教会
で行われるコンサートにも頻繁に出掛けて
います。
　バラッシの寮はゲレルート山の麓に位置
していて、なのでツィタデッラへはよく散歩

がてらよく出掛けます。展望台から眺めるブ
ダペストの景色は大好きです。真ん中にド
ナウ川流れ、ブダ側の丘には王宮、マーチャ
ーシュ教会が経ち、ペスト側には国会議事
堂、聖イシュトヴァーン大聖堂、賑やかなペ
ストの街並みが見えます。そして、その間が
マルギット橋、くさり橋、エルジェベート橋、
自由橋とそれぞれ個性的で素敵な橋で結
ばれている。「とても素敵な街だ！」といつも
感じます。日本にいる家族や友達に見せて
あげたい景色です。
　ハンガリーはヨーロッパの中でも、とくに
食文化が豊富な国だと思います。食文化が
豊富な国に来たら市場へ出掛けるのが一
番だと思います。放課後や土曜日に中央市
場へはよく出掛け、野菜や果物、肉やサラ
ミ、ワインやパーリンカを買い、2階のビュッ
フェではクーヤーシュやハラースレー、パプ
リカチルケ、マルハ•ポロコルト、パラチンタ、
ラーンゴシュなど大好物なハンガリー料理
を食べるというのが定番コースです。
　もう一つ私がよく立寄る場所はブダペス
ト東駅です。私は幼い頃より鉄道に乗るの
が好きで、今でも頻繁に鉄道旅行をします。
東駅は西駅や南駅よりも国内長距離列車
や国際列車が多く発着し、毎日多くの旅人
達で賑わっています。ホームには長距離で
やって来た列車が電気機関車に引かれ、や
れやれといった感じにゆっくり止まる。夜行
列車が出発するホームでは見送る人と見
送られる人、恋人達が抱き合い、手を触り
合いながら別れを惜しむ。その姿を尻目に
テールライトを残して列車は出発して行く
という何ともいえない郷愁が漂う光景を見
ることができます。日本ではなかなか目にす
る事が出来ない光景になってしまいました
が、ハンガリーでは今でも目にできます。そ
の光景を私は指を加えながら眺め、今にも
目の前に止まっている列車に飛び乗り、旅
に出たい気持ちを押さえつけています。
　クリスマスにはトランシルヴァニア地方へ
出掛ける予定です。私が研究している民族
音楽や民謡、民族舞踊の多くは現在ルーマ
ニアになっているトランシルヴァニア地方
のものです。またこの地域には多くのハンガ
リー人が伝統文化を大切にしながら生活

をしています。今回はカロタセグ地方にある
小さな街に数日間滞在しクリスマス祭りに
参加します。貴重な体験であり、また留学し
ハンガリー語を学んでこそ出来る体験だと
思うので今からとても楽しみにしています。
　留学生活は三分の一が終わりました。残
りの期間も充実した日々を送れるように全
力でがんばって行きたいと思います。もし
街で見かけたら気軽に声かけてみて下さい
ね。

（みやはら・こうじ）

出会いの留学
リスト音楽院大学院2年チェロ科

白井　彩
　
　2010年の夏からオンツァイ・チャバ教授
のもとリスト音楽院で勉強しています。です
が実は、東京芸術大学2年生の時（2007
年）に休学して1年ハンガリーに来たのがス
タートでした。この時もオンツァイ先生の元
で学ぶ予定だったのですが、先生がアメリ
カの大学で数年教えることになり、メズー・
ラースロー教授（バルトークカルテットチェ
ロ奏者）や妹さんのメズー・マルタ先生にお
世話になりました。その1年は本当に貴重
な体験でした。初めての一人暮らし、異文
化、一週間に2回のソロレッスンはどれも大
変でしたが、教わる内容が新鮮で全てが色
鮮やかでした。精神的にもかなりタフになっ
たと思います。1年とは言っても10ヶ月程の
滞在でし、この時の濃い留学は帰国後もず
っと忘れられず、日本でハンガリーシックに
なってしまい、ハンガリーの曲ばかりを勉強
してしまい、日本の先生も呆れていたと思
います。
　再度留学を決めたきっかけは、自分の演
奏にまだまだ自信が持てなかったので、前
からお世話になっているオンツァイ教授の
もとで学びたいとかんがえたからです。オン
ツァイ先生の勧めで大学院に入り、気持ち
新たに弾き方をリニューアルできる機会に
もなりました。昔と違い吸収するのに時間
がかかり、癖を直すために上手く弾けなく

なってしまった時もありました。でも、そん
な時はハンガリーの世界遺産の通りや鎖
橋を散歩したり、大きな温泉に3時間くらい
入ったり、美味しい物を大量に口に詰め込
んだりしていました。
　ハンガリーでは、ヨーロッパの有名な方
に出会える機会が多くて、すごく得をしたよ
うな気持ちになります。食べ物に関して言
えば、日本食はやはり最高だと思いますが、
近所の市場で新鮮なものがすぐ手に入る
し、めずらしい野菜にもであえるので買い物
がとても楽しいです。交通の便も良くて安く
乗り放題ですし、自然もすぐに堪能できま
す。もちろん、日本より人々がゆったりしてい
ることも有りますが、こちらにいるとあたり
まえに諦められるのも不思議です。心に空
間が生まれてリラックスすることを覚えて、
そうしたら本当に自由な気がしました。　
　
　変な例えですが、80歳の先生に室内楽
のメンバーで予定が合わずにリハーサルで
きなくて・・・と悩みを相談したところ、「いつ
も思い通りに行かない、それが人生だよ～
はっはっは」と笑っておられました。その時
に、「あまり思い詰めなくってもいいんだ」、
と肩の力が抜けたのを覚えています。
　レッスンについては、過酷ですが幸せな
生活を送っています。以前よりも状況が分
かっている分、欲張りになってしまい、ソロ
のレッスンの他に室内楽のレッスンを年々
どんどん増やしてしまいました。最初1グル
ープだった室内楽、今では4グループもか
け持ちし、月曜日から金曜日までソロレッス
ンも含めると７回もレッスンを受けていま

す。1ヶ月にすると30回もレッスンを受けて
いることになります。毎日、次の日の練習と
リハーサルに追われつづけ半年が経ちま
すが、次第に限界が見えてきました。でも、
日本では到底このようなことは不可能です
し、他の国でも週にソロのレッスンを2回受
けさせてくれる国も滅多にありません。室
内楽とり放題なところは珍しいと聞きます。
もし、いろいろな人にレッスンを受けたいと

思っている方がいたら、ハンガリーはベスト
な国かもしれません。何と言ってもやはり
先生方の演奏、それに人柄が素晴らしいで
す。80歳になっても教えて下さる初代バル
トークカルテットの先生方はじめ、29歳の
才能溢れ熱心な先生もいらっしゃいます。
どちらの先生も生徒にとても親身で接して
くれますし、お話はいつもためになることば
かりです。 
　室内楽のリハーサルでも、面白い体験が
ありました。ハンガリー人ばかりなのでもち
ろんハンガリー語のみ、これのおかげで意
思だけは伝えなければと頑張っているので

すが、そんなリハーサルの中で、ピアノ奏者
R君がとても上手なのですが、急に即興で
不思議な空間を作ったかと思ったらヴァイ
オリンの子突然チガーヌを弾き始め、ヴィオ
ラが裏うちを始めたので、私もバスで急遽
加わり面白いことになりました。これがいわ
ゆる「音楽」だと思うととても嬉しかったの
を覚えています。体で音楽を楽しんでいて、
きっとこれが珍しいことじゃなくて皆が当た
り前に面白いと感じることなんだと思うと、
本当に羨ましかったです。私もそんな心持
ちを日本に帰っても忘れないでいけるよう
に今のうちにしっかり楽しみたいと思いま
す。
　今年はついに学生最後の年になってしま
いました。大学院2年生はディプロマコンサ
ートという、いわゆる卒業リサイタルを1時
間半～2時間程度のものをしなくてはいけ
ません。幸いにも私は改装が終わったリス
ト音楽院本校の大ホールで開催出来る機
会を頂きました。せっかく選んで頂いたの
で、期待に答えられるよう精一杯挑戦して
いきたいと思います。日にちは5月8日15時
からを予定しています。もしご都合の合いそ
うな方は、ハンガリーものを含んだ楽しめ
るプログラムになる予定なのでぜひお立ち
寄り頂ければと思います。
　振り返ってみると、周りには素敵な先生
たちや、刺激を与えてくれるハンガリー始め
ヨーロッパで留学している友だちとの出会
いが有ったなと思いました。これからも出会
いを大切にしていきたいと思います。

（しらい・あや）

編集部よりのお知らせ

　「ドナウの四季」のHPが完成しました。これまで掲載されたすべての原稿を読むことができま
す。　http://www.danube4seasons.com 
　 皆様の原稿をお待ちしています。エッセイ、ハンガリー履歴書、自己紹介、サークル紹介など
の記事をお寄せください。提出いただいた原稿は、紙面統一の編集のために修正することがあり
ます。修正した原稿は執筆者の校正をお願いしています。
　原稿は電子ファイルで、morita.magyar@gmail.comへお送りください。Word文書あるいは
一太郎文書でお願いします。EXCEL形式での提出はお控えください。写真および図形は別ファイ
ルで送付ください。
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補習校

ラパイ　絵梨香（高等部2年）

　　幼い頃から毎日挫けず努力を重ねて、「将来ピアニストにな
るんだ！」「お医者さんになりたい！」「サッカー選手になるぞ！」と
宣言できる人達が持っていそうな未来像、そして夢の実現に必要
な行動力が、今の私 には不足している。将来に備えて継続的に勉
励できる人に対して嫉妬を覚えることがある。「自分は生まれてか
ら17年間何をしてたんだろう・・・」と呟やいたりする。何か一つず
ば抜 けて優れた才能に恵まれたい！と願うことも多いが、当面は
他人が向上していくのを見守る中、充実感が無い毎日が過ぎてい 
く。
　私は一昨年9月に第一志望だったハンガリーの高校へ入学し、
昨年4月から、みどりの丘日本語補習校を後にした私達卒業生の
意志を汲んで新たに設立された高等部で、月に2回行われる国語
の授業に通って いる。
　高等部に進学してから2年目となる今、私はどれだけ成長でき
たのか気にな る。何処がどう伸びたか。自分自身ハッキリとした答

えが出せないが、想像していたよりもずっと厳しかった2年間を経
て、 私の世界観が変わったことには間違いない。毎回補習校の建
物に足を踏み入れる時、廊下を楽しそうに走り回っている他の学
年の生徒達を、何故か（補習校の一生徒であった頃とは違って）外
部から客観的に観察してる自分に気が付く。自分も同じ生徒であ
って良いのか、少しは大人っぽく振る舞うべきか。子供と大人の挟
間に居る存在としての義務は何か、等々考えている最中、低学年
の子達が馴れ馴れしく、私に他愛無い話を持ちかけてくる様子を
見て、先ずは一安心した。別に私のことを違う 眼で見る訳でもな
いようなので、とにかく嬉しかった。
　一方、街中をボーっと歩いている際に知り合いなどに会うと、「
久しぶり！」の次に来る言葉 が、最近はなぜか「大学は何処にす

る？」になってしまっている。1年後は遠い未来の話だと思っていた
が、どうも真剣に考え始めた方が良いようだ。

　うまく思考がまとまらないのだが、高校で所属している合唱団
はプロと言われるほどの団体で、平日の夜や週末にもしょっちゅ
うコンサートが入る。地方公演に出掛けることもよくある。そのた
め自分の強い意志で通い始めた補習校高等部に、思うように通え
ないジレンマに悩まされる。まさかこんなに合唱の練習やコンサ
ート、地方公演が入るとは、高校入学前は知る由もなかった。蓋を
開けてみて驚いたのである。この現実に上手く対応できないまま、
私はここまで来た。本当は自分の意志に従って、ゆっくりとした歩
調ではあるが確実に一歩一歩進んで来たかったのだが、一度踏み
入れてしまったこの環境は、自分の意志でどうにかなるものとも
違うのである。糸の切れた凧のように、私もコントロール不能の状
態になっているのかもしれない。けれど慣れなのか諦めなのか何
なのか、現状をとことん嘆いている訳でもない。
それは合唱旅行で得るものも大きく、出席が時々になってしまって

いるけれど、日本語の国語の授業から学ぶことは
計り知れなく、高校生一人分以上は頑張っている
かもしれないと思う気持ちが、心のどこかにあるか
らかもしれない。 

　母によく言われるのは、「長期的な目標を達成す
る過程において、中短期的な目標を掲げて、それら
を一つずつ達成させていくようにすれば、 かなりし
っかりした人生設計ができるので、いつも何らかの
目標を掲げてたゆまなく努力し続ける姿勢が大事
である」、ということだ。 これを私に当てはめると、
例えば長期的目標がいずれ日系のとある企業に就
職することだとしたら、それに向けて進 む過程で

の中期目標が、第一志望の大学に進学することに当てはまると思
う。そして、短期的な目標の一つは、漢字検定に合格することであ
る。そんな訳で随分迷った挙句、2014年2月2日（日）に、漢字検
定2級を受検することにした。既に申し込んでしまっているので、
もう後には退けない。密かにいずれは１級にも合格したいと考え
ている私は、一歩一歩漢検の級を上げて行かなくてはならないと
考えている。「天才」と呼ばれている人でも、「1パーセントの才能
と、99パーセントの努力」と言われているくらいだから、ずば抜け
た才能がない私が成功を目指すなら、とにかく歩を緩めず進んで
いくしかないのである。

（らぱい・えりか）

1gicm=gpqjdk6780-][p　 緑の丘補習校 　oiuytrewqasdfgjkl;'\/.

1gtrewqasdfgjkl;'\/.,mnbvcxzi

　2011年4月、ブダペスト日本人学校に赴

任する主人と共に、当時7ヶ月半の一人息

子を連れてのハンガリー生活が始まりまし

た。毎日があっという間に過ぎていき、気づ

けば滞在3年に近づいています。

　飽きっぽい性格の私は、継続するとか努

力し続けるというのは苦手なのですが、ハ

ンガリーに来てから２つの「粘り強さ」が身

につきました。一つはハンガリー語でのや

りとり、もう一つは・・・文字通り粘り強い食

べ物、納豆づくりです。

　ハンガリー語は、習い始めて2年半以上

になります。始めた当初は、一から十まで言

うのがやっとという状態でした。でも、ベリ

さんの分かりやすくて楽しい授業が進むに

つれて、少しずつ生活の中で使えるように

なってきました。対面式の肉売り場で、覚え

たばかりの文章を使って量り売りの肉を買

えたときの緊張感と達成感は今でも覚えて

います。恥ずかしがらず、諦めずに言ったり

書いたりすることで何とか分かってもらえる

ととても嬉しいです。ハンガリーでは、小さ

な子供を連れていると「かわいいわね。男

の子？何歳？」と、多くの人が声を掛けてく

れます。バスやトラムでもさっと席を譲って

くれたりベビーカーを乗せるのを手伝って

くれたりするところはハンガリーの素敵な

ところです。そんなとき、ハンガリー語で会

話したいという思いがさらに強くなります。

ハンガリーでの生活は限りあるものです

が、最後まで粘り強くそして楽しく学習し、

実践したいと思います。

　納豆は、昨年の秋から続けている、私の

「粘り強い」得意料理です。

　納豆は子供のときから大好物で、本当に

よく食べていました。ハンガリーでは納豆

は高価なものですが、食べられるのはあり

がたいことです。自分で作るようになるまで

は、たまに１パックを家族３人で分けて少

しずつ食べるのが楽しみでした。

　昨年の秋、転機が訪れました。「納豆が

作れるって聞いてやってみたんだけど、う

まくいかなかったわ。」という友人の一言で

す。本当に自分で作れるのかしら？？

　インターネットで調べてみると、特別な

器具なしで納豆を作る方法があることが分

かりました。挑戦1回目は粘りけが少なく大

成功とは言えませんでしたが、繰り返すう

ちに満足いく納豆ができるようになりまし

た。自分なりに試行錯誤してできたレシピ

は次の通りです。

1.　ふたつきの大豆保温箱を作る。（段ボ

ール箱に梱包用プチプチを貼り付けるな

ど）

2.　乾燥大豆1カップを7～8時間水でふ

やかしてから、大豆が指で簡単につぶれる

くらいまで茹でる。（圧力鍋があると早くで

きる。）

3.　茹であがる少し前に、別の小鍋でお湯

を沸かし、ふたをして鍋ごと保温箱の中に

入れておく。（保温箱の温度を保ち、大豆の

発酵をすすめるため）

4.　茹であがったら、鍋のゆで汁を、大さじ

２ほど残し捨てる。（大豆とゆで汁少々はま

だ鍋に入れたまま）

5.　熱い大豆の中に、市販納豆（冷凍可）5

～10粒を入れて手早く混ぜる。（少量のゆ

で汁があることで納豆菌が全体につく）

6.　キッチンペーパー4枚を敷いた清潔な

プラスチック製密閉容器に大豆を移す。

7.　6の容器にキッチンペーパーを2枚か

ぶせ、その上にプラスチック製密閉容器の

ふたをずらしてのせる。

8.　7を保温箱に入れる。（お湯が入った小

鍋の隣）

9.　8時間後と16時間後くらいに、キッチ

ンペーパー2枚と小鍋のお湯を交換する。

10.　保温をし始めてから20～24時間後

にできあがり。

私の場合：金曜日の夜大豆を水に浸す。土

曜日の朝8時に圧力鍋で大豆を茹でて納

豆づくり開始。午後3時か4時にお湯を換

え、夜寝る前にもう一度お湯を換えると、日

曜日の朝できあがり。

  大粒でにおいも強く、醤油で食べる自家

製納豆はとってもおいしいです。皆様も、納

豆づくりに挑戦されてみてはいかがでしょ

うか。

　私にとって、海外生活はもちろん育児も

初心者です。来ハン当初を思い出してみる

と、きっと大丈夫！と思う楽観的な自分と、

何かあったらどうしよう・・・と不安でいっぱ

いの自分がいました。でも、本当に多くの

方々に支えて頂いて不安も少しずつ消えて

いき、少しですができることも増えました。

日本にいたときももちろんですが、ハンガ

リーに来てますます、自分が生活できるの

は皆さんのおかげと強く実感するようにな

りました。本当に感謝しております。感謝の

気持ちを忘れず、自分の経験を生かして少

しでもまわりの方々のお役に立てるよう、努

力していきたいと思います。

（まつぬま・あやこ）

ハンガリーで身についた「粘り強さ」
松沼　綾子

エッセイ
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　ハンガリー・パンノニアG＆Cクラブでの

2013年ゴルフシーズンは12月1日を最後

に終了した。これ以降は本グリーンが使用

不可となり、余程の好事家以外はクラブと

シューズを磨いて押入れに放り込んで、来

年の開幕まで悶 と々した3ヶ月を過ごすこと

となる。

　この1年を振り返ってみると、ここハンガ

リーで本格的にゴルフに取り組み始めて

以来（平たく言えば要は家族が先行帰国し

て単身赴任となり、思う存分ゴルフができ

る環境になって）2シーズン目であり、いよ

いよ充実。ゴルフをやるならまさに「今でし

ょ」という感じ。一方で1シーズン目はまだ

初心者だからと言い訳もできたのだが、2

シーズン目ともなると何とかある程度は形

にしたいという、やる気とプレッシャーのミ

ックスで始まった。そのやる気が実り（？）シ

ーズン開幕まもない5月に、「じぇじぇじぇ」

人生初めてのホールインワンを達成した。

ホールインワンは上手な人でもなかなか

出来るものではない、少しの技術と大量の

運が生み出す偶然の産物である。一説に

は33,000回に1回。週1回プレーしても百

年に1回と言われている。

　パンノニア3番ホール158メートル。若

干のフォローで6番アイアンを振りぬいた

会心のショットはグリーンに乗った後、右か

ら左への傾斜と芝目によりボールはカップ

に寄り、そして見えなくなった。「ボールがピ

ンに重なって見えなくなったのか」と思い

ながらグリーンに向かって歩いていくもの

のボールが見えない。まさかと思ってカッ

プの中を見るとそこには白く輝くボールが

収まっていた。感動。ありがとう僕をここま

で指導し励ましてくれた友人達よ。皆さん

にもきっとその日はやってきますよ。

　8月は夏休み返上で仕事、そして暑い中

でも当然ながらゴルフは継続。8月18日に

はコースレコード86が出た。この日は5番

パー5で9を打ちながらも、切れずに8ホー

ルをパーに収めての86。諦めてはいけな

いことを再認識した。今年は4回80台でプ

レーできたが、90を切ると本当に只々嬉し

い。80台で回った夜は、自己満足の世界に

浸り切っている。

　今シーズンの自分の中でのハイライトは

やはり日本人ゴルフ部「大吉杯」マッチプ

レー秋季大会の優勝。初出場の春季大会

でいきなり決勝進出まで勝ち残ったが、決

勝で渡辺さんに負け、二度とない絶好のチ

ャンスを逃してしまった。ところがどっこい、

秋の大会もマッチの試合の時だけは何故

か好スコアが続出、毎回ほぼ90そこそこで

回り2大会連続の決勝進出となった。決勝

の相手はマッチプレーの主催者でもある

大吉オーナーの飯尾さん。私としては前回

決勝で敗退しているために、今回は個人的

には「倍返し」ならぬリベンジ（飯尾さんに

は何の恨みもありません）。「何とか勝って

優勝トロフィーに名前を刻みたい」、の一

念であった。ほぼ1アップ1ダウンで勝負は

進み、飯尾さんに勝利を持って行かれたか

と思われる場面も何度かあったが、諦めず

１打１打を大事にプレーした結果、優勝を

勝ち取ることができた。しかし、まだ今シー

ズンのラックは終っていなかった。

　日本人ゴルフ部月例会の最終回11月3

日。ここでグロス88、ネット71という望外の

スコアで優勝、さすが持っている男（笑）。

今年は本当に月例会やマッチの試合の日

は必ず好スコアを出すことができた。さて

シーズンオフの3ヶ月間であるが、我々マ

ニアにはやらねばならないことがある。ま

ずは今シーズンを冷静に振り返ること。ゴ

ルフ仲間にもおだてられ、今年は結構80

台も出たし、悪くても100は打たないように

なったな、などと思っていたが、今シーズン

の平均スコアを出してみたら98.2でやっと

100を切る状況であった。

　私は常々悪いことはすぐ忘れ、良い思い

出だけに浸る傾向があり、ゴルフの記憶も

まさにこれと同じ。来シーズンのための道

具選びも重要。夜な夜なインターネットを

見ながら仕事以上の集中力でクラブ選び

に悩みに悩んでいる。他にも最終月例会優

勝者に回ってくるゴルフ部の年間幹事の

役割もある。来年はゴルフ部に所属して3

年目。ハンガリー生活も7年目に入り、皆さ

んにお世話になってばかりの自分から、「

お・も・て・な・し」の精神で少しは部員の皆

さんのお役にも立てるようになりたい。

　長々と書いてきたが、今シーズンはホー

ルインワンに始まり、月例会での優勝、「大

吉杯」マッチプレーは春の準優勝、秋は優

勝と素晴らしいシーズンであった（自慢ば

かりですみません）。なぜ今年良かったの

かその秘訣を書こうと思ったが、振り返っ

てみても特筆すべきものはない。唯一言え

ることは、悪くても最後まで諦めずにプレー

したことであろうか。私の場合スタートホー

ルからダボが続くことがあるが、そこで諦

めず、ひょっとしたらミラクルショットがある

かも、と淡い期待を胸に抱きながら最後ま

で集中してプレーするようにしている。そう

すると運も向いてくる（様な気がする）。た

だそれだけである。このような素晴らしい

シーズンは誰にでも訪れるチャンスがある

ことだけは確実だから、来年こそはと意気

込んでいる皆さんの健闘を祈る（私も懲り

ずに頑張ります）。最後にお付き合いくださ

ったゴルフ部の友人の皆さんに感謝すると

ともに、新たにハンガリーに来られた皆さ

ん、入ってみればさほど敷居は高くない日

本人ゴルフ部です。是非入部をご検討くだ

さい。

（たけうち・ひさし　マジャールスズキ）

　ゴルフ競技は通常スコアの合計を競う

が、他にも色々な競い方がある。その一つ

にマッチプレーがある。小生はハンガリー

に来て初めてマッチプレーを経験したが、

なかなか心理的な駆け引きが絡んで面白

いと感じている。日本人プロも世界マッチ

プレー選手権で優勝したことがあるのを

ご存知だろうか。あの青木功が英国の名

門コース、ウェントワースでなんと優勝した

のである。彼は賞金と共にウェントワース

の中にある家を一軒、貰ったと記憶してい

る。1978年のことなので若い方はあまりご

存じないかもしれないが、この優勝で一躍

「世界の青木」になった。彼は日本プロゴ

ルフマッチプレー選手権でも何度も優勝し

ており、「マッチプレーの鬼」と言われ、勝

負強いことを証明している。

　さて、歴史ある大吉杯マッチプレー選手

権は春と秋の年2回開催されるが、第19回

は日本人ゴルフ部のゴルフ狂27名が参加

し夏場から一回戦を闘い初め、熱戦が繰り

広げられた。ストロークプレーでは1ホール

で大叩きをするとなかなか勝てないが、マ

ッチプレーは1ホールごとで勝ち負けを決

めるので大叩きをしても諦めずに頑張れ

ば勝てるチャンスがある。この大吉杯の決

勝戦だけは立会人がつくのが慣例となっ

ており、今回は私が幹事ということで立ち

会った。

　決勝に駒を進めたのは冠スポンサーの

大吉店主飯尾欽哉さんと前回準優勝の竹

内寿志さんで、2013年10月26日土曜日ゴ

ルフ日和の中、パンノニアゴルフクラブで

熱戦が始まった。飯尾さんのハンディーキ

ャップは13、竹内さんのハンディーキャッ

プは17ということで、八掛けして3つのホ

ールにハンディーが与えられた。

　1番ホールは分けたが、2番ホールでは

飯尾さんが下りの7mパットを決めてナイ

スバーディー。3番ホールでは負けじと、竹

内さんが寄せワンのパーで再びイーブンと

して手に汗握る展開である。5番ロングホ

ールでは竹内さんがパーオンして1アップ。

更に7番ホールはハンディーが効いて竹内

さんが勝ち2アップ。8番ショートでは飯尾

さんが意地をみせて奪い返し、竹内さんの

1アップ。前半最終の9番ホールはハンディ

ーキャップ1ということで最も難しいホール

だが、ハンディーが効いて引き分けとなっ

た。竹内さんが1アップで一歩リードして前

半戦は終了した。まだまだ勝負はどちらに

転ぶかわからない状態である。

　後半戦は10番ホール・11番ホールと相

譲らず引き分けたが、ここから飯尾さんの

反撃が始まる。竹内さんは「後半は苦手な

ホールが多くていやなんですよ」とのコメン

トも飛び出し、心理作戦も飛び交う展開と

なった。

　飯尾さんは長いパー4の12番ホール、そ

して比較的短いパー４の13番ホールを連

続で取り、逆に1アップとなった。そして、14

番のロングホールも飯尾さんは好調を維

持したが、思いもよらぬ４パットを叩きこ

のホールを引き分けてしまった。

　そして問題の15番ホールを迎える。飯尾

さんは楽々とピンハイに2オンして2パット

でパーを期待できる位置につけた。これに

対して竹内さんは3オンでピンから12mの

ところにつけ、2パットでボギーとなりそう

な情勢であった。竹内さんのラインはかな

り難しいフックラインであったが、しっかり

と読み切り打ったパットはいい転がりをし

ながらカップど真ん中から入った。竹内さ

んがねじ込んだパットである。マッチプレ

ーは一打一打でお互いの心理に微妙な影

響を与える。この竹内さんの予期せぬ（?）

ワン・パットにより飯尾さんのチャンスは一

転してピンチとなった。上からのパットはカ

ップをすり抜けて行ってしまい、返しのパッ

トも残念ながら入らず、なんとボギーにな

り、このホール竹内さんの勝利。これで再

びイーブンである。後半苦手だったはずの

竹内さんが急に元気づいた。

　16番のロングホールは二人ともパーで

分け、そして17番ホールの名物池越えショ

ートホールも分けとなり、イーブンのまま、

最終18番ホールに突入した。

　18番ホールは距離のあるパー4でしか

もハンディーホールだから竹内さんが非

常に有利である。飯尾さんは渾身のドライ

バーショットでフェアウェー左側の好位置

まで運び、2オンを狙った。この第2打も素

晴らしいショットでグリーンにオンしたが、

フェアーウェーウッドだった為か、グリーン

を少しばかりオーバーしてしまった。飯尾さ

んとしてはハンディーのことを考えると勝

負せざるを得なかったわけだ。竹内さんは

第3打でグリーンに乗せ、飯尾さんも第3打

でグリーンに乗せたが、ハンディーがある

ので飯尾さんは竹内さんより1打少ないス

コアで上がらないと引き分けにならないと

いう厳しい展開である。結局、それぞれ2パ

ットでボギーとなり、スコアは同じであった

が、ハンディーが効いて竹内さんが最終ホ

ールを勝ち、1アップで勝負はついた。初の

マッチプレーの王者となった竹内さんと過

去何度も王者となっている飯尾さんの決勝

戦はなかなかの名勝負であり、立会人とし

てお互いのプレーに敬意を表した次第で

ある。

　また同日、三位決定戦も行われたが、こ

ちらは18ホールでは勝負がつかず、サドン

デスの延長戦となり、1番ホールで柿崎さ

んが槇平さんを下して第3位となった。こち

らも決勝戦同様の好勝負であった。

　次回のマッチプレーに出場してみたいと

思われる方は、まず日本人ゴルフ部に参加

いただきハンディーを取得する必要があ

る。そのハンディーをマッチプレーでも使

用するからである。日本人ゴルフ部は3月

から11月まで毎月月例コンペを開催して

いるので、3月のコンペに参加頂ければ、春

のマッチプレーには間に合う。次回も多く

の参加者で歴史ある大吉杯マッチプレー

を盛り上げたいものである。　

（わたなべ・あきら　伊藤忠）

2013年ゴルフ個人的回想録 第19回大吉杯マッチプレー決勝戦立会人観戦記
竹内 寿志 渡辺    彰

スポーツ・エッセイ スポーツ・エッセイ
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ゴルフ部

　　　　　　　　　　　　

<13年度、公式行事活動報告>

○ 月例会       <優勝>	     <２位>	     <３位>

・8月   町野（ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ）、川口（日本人学校）、北折（竹中工務店）

・9月   竹田（同志社大学）、 阿部（大氣社）、 竹内（尚）(ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ)

・10月  渡辺 (Suzuki Vilag)、	 北折（竹中工務店）、 辻（日清食品）

・11月  竹内（寿）  (ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ)、 藤田（伊藤忠）、   竹山(RYOWA)

○ 第19回「大吉杯」ゴルフマッチプレー選手権（秋季大会）

      ＝ゴルフ部後援＝

優勝：  竹内（寿） (ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ)、 2位： 飯尾 (大吉)、 

             3位：柿崎 (ﾏｼﾞｬｰﾙｽｽﾞｷ)

○ 第4回日本人ゴルフ部　年代別対抗戦

優勝：４０歳代、２位：２０，３０歳代、３位：５０，６０歳代

＜部員募集＞

　月例会ゴルフコンペ、マッチプレーなどの各イベント、週末の練

習会などを精力的に実施しております。

　ビギナー、女性部員も大歓迎ですので、ゴルフにご興味のある

方は下記連絡先までお気軽にお問い合わせ下さい。　

（連絡先：ユーラシア・ロジスティクス 高松　

　　　　yoshihiro.takamatsu@eurasia.hu）    

FGJ`KEI　スポーツ行事・運動サークル情報　vbeopaf\

情　報

日曜テニス部

現在の部員数：　21名（男性17名、女性4名）
  
活動場所と時間帯：　毎日曜日午前9時～11時
Match-point tennis Club　
(http://www.matchpoint.hu/english/main.html)
  
本年度の実施予定活動：　日曜日
		  　　　：　テニス以外の各種親睦会（随時）
  
幹事連絡先：　伊勢雅尚メールアドレス
　　　　　　  (m.ise@idakaeurope.cz)
  
部員募集：　現在は部員数が多く、基本的に募集をしており
ませんが、但し、「女性で初心者」は別途相談とさせていただ
いています。幹事まで一報ください。

バドミントン部

部員：　中学校の体育館の2面を借りて、毎週日曜日に2時間
程度の活動をしています。運動不足の素人おじさんに加え、
女性と子供が数名で合計10名前後です。その他、時々参加さ
れる方が10名程います。
  
場所と時間：　毎日曜日の午後４時から2時間 。
中学校体育館（ブダペスト2区、 Kokeny u. 44.）
  
内容：　はじめの30分間は練習、その後ダブルスの試合を行
っています。経験者も数名いるので、初心者への打ち方指導
もやっています。
  
ラケット：　会場で貸し出し出来ますので、室内シューズを持
ってきて頂ければいつでも参加可能です。
  
参加費：　当面1,000HUF/人（試合に参加しない子供はタダ）
でやっています。
  
 その他の活動：　ウィーン日本人バドミントンクラブとの交
流会、飲み会など。
  
代表者：　池田耕平
  
問合せ先：　hujpbad@gmail.com

コルナイが綴る20世紀中欧の歴史証言

ハンガリーは 20世紀の科学の発展に貢献した多くの頭脳を
輩出した。大きな足跡を残した科学者たちの評伝。

黄色の教科書シリーズで知られる専門学
部の定番テキスト。体制転換の理論と転
換直後の現状を分析。各大学で教科書と
して使用。

20 世紀を創ったハンガリー人　マルクス・ジョルジュ［著］ 盛田常夫［編訳］

「週刊ダイヤモンド」２００６年ベスト経済書第９位にランクイン

体制転換
 の経済学
体制転換
 の経済学

異星人伝説異星人伝説

コルナイ・ヤーノシュ自伝コルナイ・ヤーノシュ自伝

新しい概念を駆使して、体制転換以後の中欧社会の状況を分析。

日本経済新聞（2010年3月21日）ほか、多数の書評。

旧来の定説を覆し、新たな知見を広める革新の書。

第一部　社会主義経済の失敗
社会主義崩壊をもたらした社会的退化への論理を構築。交換経済と再分配経済の
比較分析に新たな視点を提供。

「週刊文春」（米原万里）、「週刊ダイヤモンド」（北村伸行一橋大学教授）で書評。

池田信夫「21世紀最初の10年ベスト経済書」第2位にランク

ポスト社会主義の政治経済学ポスト社会主義の政治経済学
体制転換20年のハンガリー：旧体制の変化と継続

盛田　常夫著　　日本評論社　定価3800円

体制転換20年の歴史的・理論的総括の書

第二部　ポスト社会主義経済
体制転換の過渡期の問題をすべて取り上げ、解決の道筋を示す。地域による体
制転換の違いを解明。

盛田常夫著

■ 新世社　新経済学ライブラリー20　定価2781円（税込）

SAKURA DESIGN: info@innerdesign.hu 
Inner Design Group · 1021 Budapest, Bognár utca 7. 

Tel/Fax: 1-200 3213 · Mobile:06 20 480 4431

www.innerdesign.hu

CI、広告、ロゴ、ホームページ等
名刺１枚からご希望の言語にて

デザイン致します。
  各種パッケージ、インテリアのデザイン、

 内装工事、翻訳から印刷まで
幅広く受け承っております。
お気軽にお問い合わせ下さい。

各種コンサート企画・製作・国際交流イベントを
中心とした業務の運営。ハンガリーを拠点にグ
ローバルな企画・マネージメント展開を行って
います。お気軽に、御相談下さい。

Propart Hungary Bt.   
Address: 1089 Budapest, Kôris utca 25. II/6
Tel&Fax: +36-1-786-7846     
Mobil: +36-70-3815548
e-mail: propart@chello.hu     
web: http://propart.client.jp/

ハンガリー国内出張演奏、
各楽器講師紹介なども随時承っています。

・音楽企画/マネージメント
・若手音楽家の育成サポート
・国際交流事業企画運営
・留学/音楽研修サポート
・短/長期賃貸物件仲介
・各種通訳
・翻訳サポート
・買い/レンタルピアノ仲介
・輸入/輸出楽器仲介



初外国人ダンサーは日本人！

　すでにご存知の方々もいらっしゃるこ
とと思いますが、現在日本人ダンサーの
片倉　麻里衣　(かたくら　まりー)　さ
んが、Budapest Táncszínház (Budapest 
Dance Theatre) に初めて外国人ダンサーと
して所属しています。当然ならが、外国人は
片倉さんのみ。ハンガリー人ダンサーと一緒
に素晴らしい活動をされております。

【公演日程】
★国立ダンス劇場（Nemzeti táncszínház）

・1月5日　16:00　80日間世界一周
・1月26日10:30　80日間世界一周
・1月28日19：00　Flabbergast / Black and 
Light / ボレロ

・2月2日　公演時間未定80日間世界一周
・2月11日 公演時間未定Chokolade / Time
・2月21日 公演時間未定 新作公演
★地方公演
＊1月4日（土）19：00　　『ボレロ』　舞踊コ
ンサート　（ソルノク市）

https://www.facebook.com/
events/636474463069874/?ref=5
＊3月18日　80日間世界一周　
＊3月20日　80日間世界一周（エゲル市）
＊3月26日　80日間世界一周（ヴァーツ市）
○公演情報は随時掲載が更新されています
ので、ご確認の上お出かけになられてくだ
さい。。
Facebook HP：https://www.facebook.com/
budapestdancetheatre
ダンスカンパニーHP：http://www.buda-
pestdancetheatre.hu/
○プロモーションビデオにも出演されてお
ります。   
http://www.youtube.com/watch?v=fHi-
22HWBWg&feature=youtube_gdata_player

【片倉さんメッセージ】
 私の所属しているこのカンパニーは、モダン
ダンス、コンテンポラリーのカンパニーです。
　2種類の公演タイプがあります。一つはダ
ンス公演。(ボレロや春の祭典など)
　もう一つは子供達を対象とした公演。(80
日間世界一週、くるみ割り人形、ホレおばさ

ん など)
　子供達を対象の公演は、ストーリーテラー
もいて、物語が分かりやすくなっています。
　もちろんダンスメインですが、ダンスを観
たいというよりも、子供たちに楽しんでもらえ
るプログラムになっています。是非、会場へ
足を運んでいただけたらと思います。
このダンスカンパニーでは、朝にはダンスス
クール、夜はオープンクラスも平日に開催さ
れています！
　(18-19:30まで)　どなたでも気軽に受ける
事がでます。私自身もオープンクラスへは、
時折ディレクタークラスもある事から、ほぼ
毎回参加しています。皆さんも気軽に参加さ
れてはいかがでしょうか。

【片倉　麻里衣　KATAKURA　MARY】
　日本にて熊川哲也主宰『K-Ballet school』
に１期生として入学。
　上級クラスに数年在籍して卒業し、卒業後
MTFへ５ヶ月間の短期留学。
　日本で大学（普通の４年生）を卒業したあ
と、再び海外で踊りたく、色々探していた時に
今のカンパニーに出会いました。

   初外国人ダンサーは
                         日本人！


